
非在来型天然ガスのすべて 
～購読のご案内～ 

 
我が国では、2011 年に発生した東日本大震災に伴う福島原子力発電所の事故の結果、エネルギー基本政策

の見直しが検討されており、その中で一次エネルギー供給源としての天然ガスの比率及び役割が高まってい
ます。一方、海外では特に米国における「シェールガス革命」の進展により、世界の一次エネルギー供給の
状況及び見通しが大きく変化してきています。また、コールベッドメタンも豪州クイーンズランド等で実用
化が図られています。更には、国内でも「MH21 プロジェクト」において 2013 年 3 月に紀伊半島沖の南海
トラフにおいてメタンハイドレートの世界初の海洋産出試験に成功し、国産エネルギーとしての実用的生産
に向けたフェーズが一段階進んだ状況になってきています。このように、現状で天然ガス、特に非在来型天
然ガスの重要性が我が国のみならず世界的に広く認識されてきています。 

（一社）日本エネルギー学会の天然ガス部会では、このような天然ガス、特に非在来型天然ガスに関する
現状のエネルギー情勢を鑑み、天然ガス部会の編集による非在来型天然ガスに関する概説の書籍「非在来型
天然ガスのすべて ～エネルギー資源の新たな主役（コールベッドメタン・シェールガス・メタンハイドレ
ート）～」を 2014 年 5 月に発行することにいたしました。本書は、非在来型天然ガスについて総括的かつ
技術的な情報をまとめたものであり、その理解にお役に立つものになると思います。 
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